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再び増加傾向 令和3年に「電気器具類」による
火災件数が第1位に
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暖房器具などで暖められ出火

近年の住宅火災の傾向

充電式電池・リチウム電池

電池を捨てる際に、適切に処理せず発火

近年、電気器具類を発火源とする住宅火災の件数が増加しています。

住宅における電気器具類を発火源とする火災について調査・分析した結果、
以下の3つが主な出火原因であることがわかりました。

近年火災原因として増加が著しいのが、モバイルバッテリーのように繰り返し使える充電式電池です。
以下のような火災事例があります。

リチウム電池では、電池を処分
する際に絶縁テープなどで絶
縁処理をしないと、電池同士が
接触により放電して発火する場
合があります。

暖房機器で暖められ、内部に熱がこもり発火
充電式電池を暖房機器近くに置
くなどして暖めると、内部に熱
がこもり電池を損傷させ発火す
る場合があります。

水に落としたことによる発火
洗面所などで水に水没させた場合、内側に水が
浸み込み、異常が生じ、通電時などに内部で
ショートして発火する場合があります。

落下による発火
落下などにより、大きな衝撃が加わると、変形
や電池内部の損傷により、発火することがあり
ます。

低温下で充電したために発火
低温下での電池の充電は、電池に損傷を与える
恐れがあり、発火に至る可能性があります。

火災予防対策と
まとめ

充電式電池は、説明書をしっかり確認し使用方法を守るとともに、電池をぶつけたり、濡らすなどしてしまっ
た時は、電池に異常がないかしっかり確認し、電池が膨らむなど少しでも異常があれば、使用をやめましょう。
充電式電池は近年使用が増え、それに伴い火災件数も増えています。原因は様々で、使用方法の不備や改造、
製品の不良などがあります。PSEマークが表示されているかなどを確認し、一定の安全が確保されてい
るものを使用し、火災を起こさないようにしましょう。

住宅における電気火災に注意
・ ・ ・ ・ ・ ・

住宅火災件数の推移 住宅火災における発火源別火災件数の推移
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